
種別

曜日

月

一般ごみ 再生ごみ 埋立ごみ 粗大ごみ ごみ収集日程表

※再生ごみの分類
■Ａ群…新聞紙、折込チラシ
■Ｂ群…雑誌
■Ｃ群…ビン類、カン類、ペッ
　　　　トボトル、金物類、布
　　　　類、ダンボール、牛乳
　　　　パック

ごみ出しルールを守ろう！

原則として
水　曜　日
○印は曜日変更

指定日

５
月

６
月

Ａ群
Ｃ群

Ｂ群
Ｃ群
Ａ群
Ｃ群

Ｂ群
Ｃ群

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
所
に
、
決
め
ら
れ
た
袋
（
指
定
袋
）
で
、
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
美
し
い
町
に

1011

 ２ ・　  ・ ９ 12
１・15

・29

12・26

21

４

18

26 高松・上吉

原則として
火・金曜日
○印は曜日変更

原則として
木　曜　日

 ２ 豊田一色・
　  北福崎
16 天神
23 亀崎・亀須・
　 当新田

（水） （月）
 ７

13・16・20
23・27・30

 ３ ・ ６・10
13・17・20
24・27

防
火
管
理
講
習
開
催
の

お
知
ら
せ

実
施
日
時

①
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
（
２
日

間
全
科
目
の
受
講
が
必
須
で
す
。
）

　

平
成
20
年
６
月
25
日

（水）
と
6
月
26

日
（木）
の
２
日
間

　

両
日
と
も　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分

②
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
（
全
科
目

の
受
講
が
必
須
で
す
。
）

　

平
成
20
年
６
月
24
日

（火）　

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

実
施
場
所

　

四
日
市
市
西
新
地
14
番
４
号

　

四
日
市
市
消
防
本
部
２
階

　

防
災
セ
ン
タ
ー

受
講
手
続

　

消
防
本
部
予
防
保
安
課
、
北
消
防

署
、
朝
日
川
越
分
署
、
南
消
防
署
に

お
い
て
、
所
定
の
受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
（
上
半
身
の
写
真
を

貼
付
）
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
テ
キ
ス
ト
代
（
甲
種
防
火
管

理
新
規
講
習
は
４
０
０
０
円
、
甲
種

防
火
管
理
再
講
習
は
１
５
０
０
円
）

に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
習
当
日
の
受

付
時
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　

受
講
申
込
用
紙
は
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
な
お
、
電
話
で
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　

町
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
の
方
、

平
成
20
年
６
月
２
日

（月）
〜
６
月
13
日

（金）
（
土
・
日
を
除
く
。
）

　

た
だ
し
、
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て

も
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

受
講
定
員

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
１
２
０
名

甲
種
防
火
管
理
再
講
習　

１
０
０
名

問
い
合
わ
せ
先

　

四
日
市
市
消
防
本
部

　

予
防
保
安
課
予
防
係　

　
　
　
　
　

℡
３
５
６
・
２
０
０
８

特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求

に
関
す
る
大
切
な
お
知
ら
せ

【
特
別
遺
族
給
付
金
に
つ
い
て
】

　

石
綿
を
吸
い
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
発

症
す
る
中
皮
種
や
肺
が
ん
な
ど
の
疾
病

は
、
石
綿
を
吸
い
込
ん
で
か
ら
発
症
す

る
ま
で
に
非
常
に
長
い
期
間
が
か
か
る

こ
と
か
ら
、
労
働
者
の
方
が
仕
事
に
よ

り
石
綿
を
吸
い
込
み
病
気
に
な
っ
て
も
、

病
気
の
原
因
が
仕
事
に
あ
っ
た
こ
と
を
、

医
師
も
本
人
も
気
づ
き
に
く
か
っ
た
と

い
う
状
況
が
あ
り
、
労
働
者
の
遺
族
の

方
の
中
に
は
、
労
災
保
険
給
付
を
請
求

す
る
権
利
を
時
効
に
よ
り
失
っ
て
い
る

方
も
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
18
年

３
月
27
日
に
、
「
石
綿
に
よ
る
健
康
被

害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
「
石

綿
救
済
法
」
と
い
い
ま
す
、
）
が
施
行

さ
れ
、
平
成
13
年
３
月
26
日
以
前
に
石

綿
に
よ
る
疾
病
を
発
症
し
、
死
亡
し
た

労
働
者
の
遺
族
で
、
労
災
保
険
法
の
遺

族
補
償
給
付
を
受
け
る
権
利
が
時
効
に

よ
り
消
滅
し
た
方
に
対
し
て
は
特
別
遺

族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
別
遺
族
給
付
金
は
、
石
綿
救

済
法
施
工
後
３
年
以
内
に
請
求
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
平
成
21
年
３
月
27
日
が

請
求
期
限
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
降

は
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
労
災
保
険
給
付
の
請
求
に
つ
い
て
】

　

平
成
13
年
３
月
27
日
以
降
に
、
仕
事

が
原
因
で
石
綿
に
よ
る
疾
病
に
か
か
り

死
亡
し
た
労
働
者
の
ご
遺
族
は
、
労
災

保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付
が
支

給
さ
れ
ま
す
が
、
労
働
者
が
死
亡
し
た

日
の
翌
日
か
ら
5
年
を
経
過
す
る
と
、

遺
族
補
償
給
付
は
時
効
に
よ
り
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
仕
事
で
石
綿
に
よ
る
疾
病
に
り

患
し
て
、
現
在
療
養
し
て
い
る
労
働
者

の
方
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
療
養

補
償
給
付
・
休
業
補
償
給
付
の
支
給
対

象
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ど
の
よ
う
な
仕
事
が
石
綿
を
吸
い
込

む
危
険
が
あ
る
か
、
お
知
り
に
な
り
た

い
と
き
は
、
三
重
労
働
局
（
０
５
９
・

２
２
６
・
２
１
０
９
）
又
は
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
写
真
入
の
解
説
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 

特
別
遺
族
給
付
金
に
つ
い
て
の
よ
く

あ
る
ご
質
問
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

に
ま
と
め
て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

自
動
車
事
故
対
策
機
構

か
ら
の
お
知
ら
せ

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
行
政
相
談
」

　

「
行
政
相
談
」
っ
て
ご
存
じ
で

す
か
？

　

「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
や
Ｎ

Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
等
の
仕
事

に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ

の
解
決
の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
こ
の
行
政
相
談

制
度
を
み
な
さ
ん
に
も
っ
と
よ
く

知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
５
月
19
日

（月）
か
ら

25
日

（日）
ま
で
の
一
週
間
を
「
春
の

行
政
相
談
週
間
」
と
し
て
、
全
国

的
に
様
々
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
週
間
に
ち
な
ん
で
、
川
越

町
で
も
、
次
の
と
お
り
「
行
政
相

談
所
」
を
開
き
ま
す
。

　

年
金
、
保
険
、
税
金
、
登
記
、

道
路
、
福
祉
、
な
ど
役
所
の
仕
事

に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、

困
り
ご
と
を
お
持
ち
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方

は
、
次
の
と
こ
ろ
で
い
つ
で
も
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

「
行
政
相
談
委
員
」
と
は
、
総

務
大
臣
が
委
嘱
し
て
い
る
民
間
有

識
者
で
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相

談
相
手
で
す
。
ご
相
談
は
無
料
で
、

相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

　
　
　
　

℡
３
６
６
・
７
１
１
３

行政

相談

春の行政相談週間
５月19日（月）～25日（日）

広報かわごえ「わが家の笑顔コーナー」

　お子さんのお写真を川越町広報紙「広報かわごえ」に
掲載しませんか？毎月広報かわごえの裏表紙に掲載して
いる「わが家の笑顔」のコーナーに登場していただける
お子さんを募集しています。

募集定員　　毎月男女各１名

　　　　　　※応募者多数の場合は、先着順

対象年齢　　満１～３歳

応募方法　　企画情報課までお電話ください

問い合わせ先　企画情報課　℡３６６・７１１２

【
交
通
事
故
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金

の
貸
付
】

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
は
、
交
通

遺
児
等
に
な
ら
れ
た
方
に
育
成
資
金

の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車

事
故
が
原
因
で
保
護
者
が
死
亡
又
は

重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
子

弟
で
、
０
歳
か
ら
中
学
生
の
子
ど
も

を
対
象
に
、
無
利
子
で
貸
付
け
る
制

度
で
す
。

　

貸
付
金
額
は
、
児
童
１
人
に
つ
き

一
時
金
「
１
５
万
５
千
円
」
、
決
定

月
以
後
月
額
「
２
万
円
」
、
小
学
校

と
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金
と

し
て
「
４
万
４
千
円
」
の
貸
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

返
済
期
限
及
び
方
法
は
、
20
年
以

内
で
月
賦
等
に
よ
る
均
等
払
い
と
な

っ
て
い
ま
す
。

【
介
護
料
の
支
給
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
、
脊
髄
、

胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受
け
、
後
遺

障
害
の
程
度
が
次
に
該
当
（
相
当
）

す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

1
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
共

済
）
の
「
介
護
を
要
す
る
後

遺
障
害
」
等
級
第
１
級
１
号
・
２
号

で
常
時
要
介
護
の
方

月
額
：
５
万
８
５
７
０
円
〜
13
万
６

８
８
０
円

2
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
共

済
）
の
「
介
護
を
要
す
る
後
遺
障
害
」

等
級
第
２
級
１
号
・
２
号
で
随
時
要

介
護
の
方

月
額
：
２
万
９
２
９
０
円
〜
５
万
４

０
０
０
円

（
注
）
事
故
が
平
成
14
年
３
月
31
日

以
前
の
方
は
、
等
級
認
定
が
変
更
に

な
っ
て
い
ま
す
。

【
交
通
事
故
被
害
に
遭
わ
れ
相
談
先

に
お
困
り
の
方
】

「
交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

で
各
種
相
談
機
関
の
窓
口
紹
介
を
ご

案
内
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

℡
０
５
７
０
・
０
０
０
７
３
８

（
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３
分
８
・
５

円
）

問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
三
重
支
所　

総
務
担
当

　

℡
０
５
９
・
３
５
０
・
５
１
８
８

お子さんの
お写真を募集！
お子さんの
お写真を募集！

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/new

info/
kobetu/roudou/sekim

en/roudousya2/
index.htm

l

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/new

info/
kobetu/roudou/sekim

en/izoku/
index.htm

l

と　

き　

5
月
２３
日（
金
）　

１３
時
３０
分
〜
１６
時
００
分

と
こ
ろ　

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
2
階
生
活
相
談
室


